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魚類の咽頭歯系は，種に特有な歯式で表現される。コイ科の咽頭歯は通常，片側に 1 列から 3 列の
























咽頭歯遺存体およそ 800 点が調査され，その内の 669 点が 7 亜科 12 属に同定された［表 1：中島，
1997］。現在の日本列島に生息するコイ科魚類の 6 亜科すべてが粟津貝塚から見つかっている。現
在よりも 1 つ亜科が多いのは，日本列島から絶滅したクセノキプリス亜科のDistaechodon  sp. と
Xenocypris  sp. が含まれているからである［図 2：中島ほか，1996］。その他にもワタカの仲間であ
るクルター亜科の絶滅種（属種不明）も見つかっている［中島，1997］。粟津貝塚から検出される咽
頭歯遺存体によると，当時の琵琶湖のコイ科魚類相は，現在よりも多様だったといえる。さらに，
縄文時代早期末の滋賀県守山市赤野井湾湖底遺跡 A 調査区からも絶滅種のコイCyprinus  sp. が見







































咽頭歯遺存体およそ 800 点が調査され，その内の 669 点が 7 亜科 12 属に同定された［表 1：中島，
1997］。現在の日本列島に生息するコイ科魚類の 6 亜科すべてが粟津貝塚から見つかっている。現
在よりも 1 つ亜科が多いのは，日本列島から絶滅したクセノキプリス亜科のDistaechodon  sp. と
Xenocypris  sp. が含まれているからである［図 2：中島ほか，1996］。その他にもワタカの仲間であ
るクルター亜科の絶滅種（属種不明）も見つかっている［中島，1997］。粟津貝塚から検出される咽
頭歯遺存体によると，当時の琵琶湖のコイ科魚類相は，現在よりも多様だったといえる。さらに，
縄文時代早期末の滋賀県守山市赤野井湾湖底遺跡 A 調査区からも絶滅種のコイCyprinus  sp. が見
































オイカワ Zacco platypus 5
ハス Opsarichthys uncirostris 2
カワムツ / ヌマムツ Zacco temmincki / Z . shiebordi 4
タナゴ亜科 Acheilognathinae
ヤリタナゴ属 Acheilognathus sp. 1
ウグイ亜科 Leuciscinae
ウグイ Tribolodon hakonensis 20
クルター亜科 Cultrinae
属種不明 Cultrinae, gen. et sp. Indet. 2
ワタカ Ischikauia steenackeri 87
クセノキプリス亜科 Xenocyprinidae
クセノキプリス属 Xenocypris  sp. 1
ディステーコドン属 Distoechodon  sp. 4
カマツカ亜科 Gobioninae
ニゴイ / コウライニゴイ Hemibarbus barbus / H. labeo 20
本モロコ Gnathopogon caerulescens 1
コイ亜科 Cypriniae
フナ属 Carassius  spp. 431
















5 亜 科 6 属［ 内 山・ 中 島，1998］，
鳥浜貝塚から 7 亜科［中島ほか，
2005］，粟津貝塚からは 7 亜科 12
属［中島，1997］，入江内湖遺跡か























は，コイが性成熟する体長 300mm から 500mm にピークがあり，150mm 以下のものがいないとい
う特徴をもつ。それに対して，弥生型には，性成熟した個体とともに，150mm 以下の個体が含ま
れている（図 5）。縄文型のコイの体長分布は産卵期の漁撈活動の結果であり，弥生型の体長分布
























5 亜 科 6 属［ 内 山・ 中 島，1998］，
鳥浜貝塚から 7 亜科［中島ほか，
2005］，粟津貝塚からは 7 亜科 12
属［中島，1997］，入江内湖遺跡か























は，コイが性成熟する体長 300mm から 500mm にピークがあり，150mm 以下のものがいないとい
う特徴をもつ。それに対して，弥生型には，性成熟した個体とともに，150mm 以下の個体が含ま
れている（図 5）。縄文型のコイの体長分布は産卵期の漁撈活動の結果であり，弥生型の体長分布























最大体長 150mm までになる。秋にその水域の水を抜けば，体長 150mm までの幼魚が，畜養して





800mm，深さ 400mm の魚骨坑が発見された（図 6）。この魚骨坑には，魚の全身の骨格が，ばら
ばらになって詰まっていた。その中に含まれていた数千点のコイ科魚類咽頭歯遺存体が調査され，
それらはCarassius auratus auratus，コイCyprinus  （Cyprinus） carpio，およびCulter alburnus
の 3 種に同定された（図 7）。コイ科魚類 3 種と他の魚の歯の数から推定された個体数の比は，お











































































































推 定 体 長 
2/3 才以上の成熟魚 当才魚 
図７　田螺山遺跡から出土したコイ科の咽頭歯［中
岛等，2008a］。AはCarassius auratus auratus，B






































































推 定 体 長 
2/3 才以上の成熟魚 当才魚 
図７　田螺山遺跡から出土したコイ科の咽頭歯［中
岛等，2008a］。AはCarassius auratus auratus，B




















































































れたもので，水田稲作のための水管理の副産物である［Nakajima et al ., 2008］。ところで，弥生時代
早期の水田は，すでにある程度完成した灌漑水田として日本列島に伝来している［工楽，1991］。原
始的な養鯉についての知識も，水田稲作文化の 1 つの要素として，大陸から伝わったと考えられる
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違う。稲作以前を I 期，以後を II 期として，漁撈活動をまとめてみる。



































場合と同じように，0 期，Ia 期，Ib 期，II 期と進む。稲作の起源地である長江流域には，野生イ















体が見つかっており，イネの栽培は堅果類を基盤とした幅広い生業の中の 1 つにすぎない［Fuller et 
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Based on the biological characteristics of the teeth of carp, fishing activities in the prehistoric ages 
can be understood by analyzing the excavated tooth remains. In Japan, rice cultivation was started 
in the Jomon period, and rice cultivation by irrigation was started in the Yayoi period. The places of 
freshwater fishing and rice cultivation overlapped each other. The information about tooth remains 
excavated from the ruins of the Jomon and Yayoi periods in western Japan has been accumulated 
to some extent, and we are now able to describe the relationship between freshwater fishing and 
rice cultivation. The development of fishing in the Jomon and Yayoi periods in western Japan can be 
classified as follows: Stage 0 where fishing in the waterside ecotone was not yet developed; Stage I 
where fishing in the waterside ecotone was developed （Stage Ia: primitive rice cultivation was not 
performed, and Stage Ib: primitive rice cultivation in the place of fishing was performed）, and Stage 
II where fishing in the place of rice cultivation （paddy fields） was developed. In the Yangtze River 
basin, there was also gathering of rice seeds in the place of fishing （waterside ecotone） in Stage 
Ia. The relationship between fishing and rice cultivation in the Yangtze River basin cannot really be 
understood based on tooth remains alone. This is because there has been no detailed research on 
tooth remains in China except for the example of Tianluoshan site in the Hemudu culture period. 
If the research on tooth remains excavated from the archaeological sites in the Neolithic period is 
progressed in the future, the relationship between fishing and rice cultivation, and the history of rice 
cultivation will be clarified.
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